
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【２２９】 

２．日 時：令和２年６月１９日 １０時００分～１５時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｂ会議室 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官※、津金主任安全審査官※、 

羽場崎主任安全審査官※、宇田川安全審査官、服部安全審査専門職※ 

堀野技術参与、山浦技術参与※、 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部 課長 他１４名※ 

  

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、耐震性及び強度に関する説明書について、

令和２年５月２１日、６月４日及び６月１１日の提出資料に基づき説明

があった。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【津波への配慮が必要な施設の強度計算の方針】 

○ 「表５．２－４ 評価部位及び評価内容」に示される貫通部止水処置

の評価内容について、「４．２ 許容限界」に示される評価内容と整

合させ説明すること。 

 

【浸水防護施設の耐震性に関する説明書の補足説明資料】 

○ 「表２－３ 各軸方向での固有周期」に示される水平１方向の固有周

期について、「表２－４ 各軸方向の最大応答共振点」に示される水

平２方向の最大応答共振点からの算出方法を整理して説明すること。 

○ 「表３－３ 評価用加速度と試験時の機能確認済加速度との比較」に

示される水平の機能確認済加速度 0.86×9.8m/s2について、限界値で

はない旨を整理して説明すること。 

○ 「表３－３ 評価用加速度と試験時の機能確認済加速度との比較」に

示される「機能維持評価用加速度」及び「機能確認済加速度」につい

て、「図３－２ 設計用床応答曲線と加振台床応答曲線との比較」の

内容と整合させ整理して説明すること。 

 

【原子炉建屋の地震応答計算書に関する補足説明資料】 



 

○ コンクリートの剛性について、その時点の温度では決定せず、それま

での温度履歴の最大値で決定することを整理して説明すること。 

○ 「表４－３ 「ＳＡ時環境考慮連成モデル」に用いた部材の諸元」に

示される温度について、「表４－５ 「ＳＡ時環境考慮連成モデル」

に示される温度と整合させ整理して説明すること。また、通常運転時

の温度及び原子炉本体基礎の剛性低下率を追記し整理して説明する

こと。 

○ 重大事故時の温度条件及び水位条件を考慮した原子炉建屋モデルに

ついて、解析諸元を整理して説明すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

なし 


